
我
々
が
明
日
へ
と
生
き、

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は、

食
糧
増
産
と
い
う
大
き
な
課
題
を
背
負
っ
て
い
る。

自
然
界
に
目

を
注
ぐ
と、

空
か
ら
降
っ
て
来
た
雨
や
雪
は、

地
上
で
川
と
な
り、

や
が
て
海
に
流
入
し、

蒸
発
し
て
再
び
雲
と
な
っ
て
天

恵
の
水
を
地
面
に
も
た
ら
す。

と
の
一

定
の
サ
イ
ク
ル
で
循
環
す
る
自
然
界
の
法
則
に
よ
り、

ま
ず、

農
業
が
起
こ
り、

明

治
以
降
水
利
形
態
に
漸
進
的
な
が
ら
変
化
が
生
じ
て、

資
本
主
義
的
な
工
業
化
の
過
程
を
た
ど
り、

今
日
の
水
利
体
系
を
確

立
し
て
い
っ
たロ

こ
う
し
た
中
で、

食
糧
増
産
に
全
力
指
向
し
て
い
く
た
め
に
は、

周
期
的
に
襲
う
干
ば
つ
に
よ
っ
て
減
収

の
憂
き
目
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
田
畑
に、

農
業
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決

で
あ
る。

19 

本
地
域
も
干
ば
つ、

大
水
害
を
被
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て、

こ
れ
に
備

第1章 水にか砂た理念と情熱

え
て
お
の
ず
か
ら
大
谷
池
の
構
想
が
生
ま
れ
発
展
し
て
い
っ
た。

大
谷
池
の
築

造
に
つ
い
て
は、

遠
い
昔
よ
り
度
々
企
画
さ
れ
た
が、

難
工
事
の
た
め
ざ
折
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大
谷
川
は
降
雨
期
以
外
は
あ
ま
り
流
水
の
な
い
川
で

あ
る。

こ
の
川
の
上
流
と
下
流
の
聞
で、

干
ば
つ
の
年
ご
と
に
水
利
紛
争
が
絶

え
な
か
っ
た。

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
状
態
が
続
く
中、

天
命
を
受
ザ
た
ご
と
く

大
正
一

O
年
に
武
智
惣
五
郎
氏
が
南
伊
予
村
村
長
と
な
る。

折
し
も
大
正
一
一

年
に
大
干
ば
つ、
一

二
年
に
は
大
水
害
と
二
年
連
続
の
災
害
を
被
っ
た。

氏
は

な
ん
と
か
こ
の
天
災
か
ら
免
れ
た
い
も
の
と
そ
の
水
資
源
の
有
効
利
用
を
も
く

ろ
み、

水
量
三
O
万
立
方
坪
貯
溜
可
能
の
大
谷
池
の
築
造
を
計
画
し
た。

時
に

大谷池全景（事務所前より撮る）
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氏
は
三
八
歳
で
あ
っ
た 。
「
成
否
は
固
よ
り

天
に
あ
り 、
五百
れ
死
す
と
も
辞
せ
ず
L

と
初
志
貫
徹
の
決
意
を
固
め 、
あ
る
い
は

は
か

と

内
に
諮
り 、
あ
る
い
は
外
に
説
い
て
い
っ
た 。

大
谷
池
築
造
に
当
た
っ
て
は 、
南
伊
予
村
だ
け
の
カ
で
は 、
い
か
ん
と
も
じ
が
た
く 、

大
正一
三
年
四
月
近
隣
の
町
村
の

郡
中
村・
松
前
町
・

北
伊
予
村
に
呼
び
か
妙 、

耕
地
整
理
組
合
を
つ
く
っ
て
い
っ
た 。

耕
地
整
理
組
合
は 、
次
の
組
合
規
約
を
設
砂
た 。

20 

伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
ケ
町
村
耕
地
整
理
組
合
規
約

第一
条

本
組
合
ハ
設
計
書
及
本
規
約
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
左
ノ
事
記
ヲ
行
フ
土
地
ノ
交
換 、

分
合 、

開
墾 、
地
目
変

換 、
区
画
形
質
ノ
変
更 、
溜
池
ノ
新
設 、
道
路 、
堤
塘 、
嵯
畔 、
溝
渠
ノ
変
更
廃
置
並
濯
滅
排
水
ニ
関
ス
ル
設
備

及
工
事

第
二
条

本
組
合
ノ
地
区
ハ
之
ヲ
左
ノ
十
八
区
二
分
ツ

第一
区

南
伊
予
村
大
字
八
倉

第
二
区

同

大
字
宮
ノ
下

第
三
区

同

大
字
上
野

第
四
区

同

大
字
上
三
谷

第
五
区

同

大
字
下
三
谷

第
六
区

北
伊
予
村
大
字
徳
丸

在

i

tiffpk
 

円S

,,

第
七
区

同

大
字
出
作

大
字
神
崎

大｛子
鶴
舌

大
字
大
溝

大
字
永
田

第
八
区

同

第
九
区

同

第
十
区

第
十一
区

同同

第
十
二
区

第
十
三
区

第
十
四
区

第1章 水にか砂た理念と情熱

大
字
横
田

大
字
東
古
泉

松
前
町
大
字
南
黒
田

同

大
字
北
黒
田

同

大
字
潰

同

大
字
筒
井

郡
中
村

但
シ
別
紙
現
形
図
ノ
適

本
組
合
ハ
伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
ケ
町
村
耕
地
整
理
組
合
ト

称
ス

本
組
合
の
事
務
所
ハ
之
ヲ
伊
予
郡
役
所
内
三
置
ク

本
組
合
ニ
組
合
長一
名 、

組
合
副
長
四
名
及
評
議
員
二
十
名
ヲ
置
ク

組
合
長 、
組

合副
長
及
評
議
員
ハ
耕
地
整
理
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
ノ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
組
合
会
ニ
珍
テ

21 

同同

第
十
五
区

第
十
六
区

第
十
七
区

第
十
八
区

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条
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水にかけた理念と情熱第1宣伝

之
ヲ
選
挙
ス

第
七
条

組
合
長、

組
合
副
長
及
評
議
員
ノ
任
期
ハ
四
箇
年
ト
ス
但
シ
再
選
ヲ
妨
ゲ
ズ
補
欠
選
挙
ニ
依
リ
就
任
シ
タ
ル

組
合
長、

組
合
副
長
及
評
議
員
ハ
前
任
者
ノ
任
期
を
継
承
ス

組
合
長、

組
合
副
長
及
評
議
員
ハ
任
期
満
了
後
ト
雌
後
任
者
ノ
就
職
ス
ル
迄
品川
英
ノ
職
務
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
八
条

組
合
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
年
長
順
ニ
依
リ
組
合
副
長
其
ノ
職
務
ヲ
代
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
九
条

組
合
長
ハ
耕
地
整
理
法
第
六
十
一

条
第
一

号
ノ
事
項
ニ
付
総
会
議
ノ
議
決
ア
経
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
予
メ
評
議

員
会
ニ
諮
詞
ス
ベ
シ

第
十
条

本
組
合
ニ
組
合
会
ヲ
置
ク

組
合
会
議
員
ハ
四
十
名
ト
ス

第
十
一

条

組
合
会
議
員
ノ
任
期
ハ
四
箇
年
ト
ス

第
七
条
第
一

項
但
書
及
第
三
項
ノ
規
定
ハ
組
合
会
議
員
ニ
之
ヲ
準
用
ス

第
十
二
条

組
合
会
議
員
ノ
選
挙
ヲ
行
フ
ニ
ハ
組
合
長
ハ
選
挙
ノ
日
ヨ
リ
少
ク
モ
五
目
前
ニ
選
挙
ス
ヘ
キ
議
員
ノ
数
選

挙
ノ
日
時
及
場
所
ヲ
記
載
シ
テ
各
組
合
員
ニ
通
知
ヲ
発
ス
ベ
シ

第
十
三
条

組
合
会
議
員
ノ
選
挙
ハ
組
合
長
又
ハ
組
合
副
長
之
ヲ
管
理
シ
評
議
員
二
名
以
上
ノ
立
会
ヲ
以
テ
之
ヲ
行
フ

第
十
四
条

組
合
会
議
員
ハ
各
区
内
ノ
土
地
ノ
所
有
者
連
記
記
名
投
票
ニ
依
リ
之
ヲ
互
選
ス
其
ノ
得
票
同
数
ナ
ル
ト
キ

ハ
年
長
順
ニ
依
リ
同
年
ナ
ル
ト
キ
ハ
拍
銭
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
十
六
条
ノ
規
定
ハ
前
項
ノ
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス
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も

司
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組
合
員
ハ
代
理
人
ヲ
以
テ
前
条
ノ
選
挙
権
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得

代
理
人
ハ
代
理
権
ヲ
証
ス
ル
書
面
ヲ
選
挙
管
理
者
ニ
差
出
ス
ヘ
シ

第
十
六
条

総
会
ニ
珍
テ
組
合
員
ノ
有
ス
ル
表
決
権
ハ
各
平
等
ト
ス

第
十
七
条

組
合
ノ
地
区
所
在
ノ
市
町
村
若
ハ
其
隣
接
市
町
村
ニ
住
所
若
ハ
居
所
ヲ
有
セ
ザ
ル
組
合
員
耕
地
整
理
ニ
関

ス
ル
通
知
若
ハ
書
類
ノ
送
付
ヲ
受
ク
ル
為
仮
住
所
ヲ
選
定
シ
又
ハ
耕
地
整
理
ニ
関
ス
ル
一

切
ノ
行
為
ヲ
為
サ
シ
ム

ル
為
代
表
者
ヲ
選
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
組
合
ニ
届
出
ス
ヘ
シ

前
項
ノ
仮
住
所
ハ
成
ル
ベ
ク
組
合
ノ
地
区
所
在
ノ
市
町
村
若
ハ
其
隣
接
市
町
村
ニ
診
テ
選
定
ス
ベ
シ、

代
表
者

ノ
住
所
ニ
付
亦
同
ジ

第
十
八
条

本
組
合
ニ
工
事、

会
計
及
庶
務
ノ
三
掛
ヲ
置
ク

各
掛
ノ
事
務
ハ
組
合
長
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
り
組
合
副
長
又
ハ
評
議
員
之
ヲ
分
掌
ス

第
十
九
条

工
事
掛
ニ
珍
テ
ハ
設
計
書
ニ
定
メ
タ
ル
工
事
及
設
備
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
会
計
掛
ニ
一般
テ
ハ
予
算
決
算

金
銭
及
物
品
ノ
出
納
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル

庶
務
掛
ニ
一般
テ
ハ
文
書
ノ
調
製
往
復
及
他
ノ
掛
ニ

属
セ
サ
ル
事
務
ヲ
掌
ル

第
二
十
条

組
合
長
組
合
副
長
評
議
員
組
合
会
議
員
ニ
対
ス
ル
報
酬
若
ハ
手
当
及
旅
費
ハ
組
合
会
ニ
砂
テ
支
給
額
ヲ
決

定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
一

条

組
合
長
ハ
予
算
ノ
範
囲
内
ニ
一般
テ
技
術
員
書
記
其
ノ
他
ノ
事
務
員
ヲ
任
問
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

前
項
技
術
員
ノ
任
免
ハ
評
議
員
会
ニ
諮
詞
ス
ヘ
シ

第
十
五
条

23 
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第
二
十
二
条

工
事
ハ
直
営
ト
ス
但
シ
評
議
員
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ
請
負
ニ
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
組
合
長
組
合
副
長
評
議
員

ハ
工
事
ノ
請
負
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス

24 

工
事
ノ
請
負
又
ハ
物
品
ノ
購
入
ハ
競
争
入
札
ノ
方
法
ニ
依
ル
ベ
シ
但
シ
評
議
員
会
ノ
議
決
ヲ
経
タ
ル
ト

キ
ハ
随
意
契
約
ニ
依
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
四
条

金
銭
ハ
直
ニ
支
払
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ノ
外
組
合
会
ニ
一昨
テ
定
メ
タ
ル
銀
行
ニ
一旗
ケ
入
ル
ル
モ
ノ
ト
ス

第
二
十
五
条

耕
地
整
理
法
第
八
条
及
第
二
十
七
条
ニ
依
ル
補
償
金
ノ
額
ハ
被
害
者
ヨ
リ
損
害
見
積
書
ヲ
提
出
セ
シ
メ

評
議
員
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ
組
合
長
之
ヲ
定
ム

第
二
十
六
条

工
事
施
行
中
道
路
堤
塘
溝
渠
其
ノ
他
ノ
工
作
物
ノ
敷
地
ト
為
シ
タ
ル
土
地
又
ハ
工
事
用
材
料
置
場
等
ニ

充
テ
タ
ル
土
地
ニ
対
シ
テ
ハ
其
ノ
借
賃
ヲ
見
積
リ
評
議
員
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ、

補
償
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
但
シ
第
二

十
七
条
規
定
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
時
期
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

第
二
十
七
条

第
三
十一
条
ニ
依
リ
使
用
ス
ル
土
地
ガ
工
事
済
ノ
土
地
ニ
シ
テ
其
ノ
収
益
ガ
之
ニ
対
ス
ル
土
地
ノ
収
益

ト
異
ナ
ル
場
合
ニ
ハ
其
ノ
倍
賃
ノ
差
額
ヲ
見
積
リ
評
議
員
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ
補
償
金
ヲ
徴
収
シ
文
ハ
交
付
ス

第
二
十
八
条

組
合
費
ハ
予
算
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
各
区
別
ニ
其
ノ
区
内
ノ
土
地
ノ
評
定
価
額
ヲ
標
準
ト
シ
テ
之
ヲ
分

賦
ス
但
シ
換
地
交
付
後
ニ
珍
テ
ハ
清
算
金
ヲ
徴
収
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
在
リ
テ
ハ
換
地
ノ
評
定
価
額
ヨ
リ
之
ヲ
滅

シ
其
ノ
交
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ
之
ヲ
加
ヘ
タ
ル
額
ヲ
標
準
ト
ス
但
シ
溜
池
新
設
ニ
要
ス
ル
費
用
ハ
其

ノ
溜
池
ヨ
リ
配
水
ス
ル
耕
地
面
積
ニ
対
シ
面
積
割
ニ
賦
課
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

組
合
費
並
第
二
十
七
条
及
壁一
干
五
条一一
依
ル
徴
収
金
納

す
期

d
場
所
ハ
組
合
長
之
ヲ

ラ
十
日

第
二
十
三
条

第
二
十
九
条

第l章水にかけた理念と情熱

以
前
ニ
組
合
員
ニ
通
知
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
条

組
合
員
ニ
シ
テ
組
合
費
又
ハ
第
二
十
七
条
若
ハ
第
三
十
四
条
ニ
依
ル
徴
収
金
ノ
納
付
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

其
ノ
延
滞
日
数一一
応
ジ
金
百
円
ニ
付一
日
金
四
銭
ノ
延
滞
利
息
ヲ
徴
収
ス
ル
ノ
外
督
促一
回
毎
ニ
金
十
銭
ノ
過
怠

金
ヲ
徴
収
ス

耕
地
整
理
法
第
七
十
九
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
市
町
村
ニ
珍
テ
滞
納
処
分
ヲ
為
ス
場
合
ニ
診
テ
ハ
其
ノ
徴
収
金
額
ノ

百
分
ノ
回
ニ
相
当
ス
ル
過
怠
金
ア
徴
収
ス

第
三
十一
条

耕
地
整
理
法
第
三
十
条
第
四
項
ノ
告
示
前
ニ
珍
テ
ハ
工
事
ニ
妨
ナ
キ
限
リ
組
合
員
ハ
其
ノ
所
有
地
ヲ
使

用
ス
ル
コ
ト
ア
得、

但
シ
従
前
ノ
地
区
ニ
依
リ
之
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
組
合
長
ハ
相
当
ナ
ル
使
用

区
域
ヲ
指
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
二
条

換
地
交
付
及
之
ニ
関
ス
ル
清
算
ハ
各
区
毎
ニ
其
ノ
工
事
完
了
後
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス

第
三
十
三
条

換
地
ヲ
交
付
ス
ル
ニ
ハ
地
目
面
積
及
等
位
ヲ
標
準
ト
ス
但
シ
各
組
合
員
ニ
交
付
ス
ル
換
地
ノ
総
面
積
ハ

成
ル
ヘ
ク
其
ノ
従
前
ノ
土
地
ノ
総
面
積
ニ
比
例
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

換
地
ハ
其
ノ
交
付
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ニ
利
益
ナ
リ
ト
認
ム
ル
位
置
ニ
珍
テ
成
ル
ヘ
ク
取
纏
メ
テ
之
ヲ
交
付
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

第
三
十
四
条

換
地
交
付
ニ
関
シ
徴
収
又
ハ
交
付
ス
ヘ
キ
清
算
金
額
ハ
従
前
ノ
土
地
ノ
評
定
価
額
総
額
ニ
対
ス
ル
換
地

ノ
評
定
価
額
総
額
ノ
比
ヲ
従
前
ノ
土
地
ノ
評
定
価
額
二
乗
ジ
タ
ル
額
ト
換
地
ノ
評
定
価
額
ト
ノ
差
額
ト
ス

第
三
十
五
条

従
前
ノ
土
地
各
筆
ノ
価
額
ハ
工
事
着
手
前
評
議
員
会
ニ
諮
詞
シ
組
合
長
之
ヲ
評
定
シ
テ
各
区
毎
ニ
耕
地
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整
理
法
第
五
十
条
ノ
条
件
ヲ
具
備
ス
ル
総
会
議
ノ
議
決
ヲ
経
へ
シ

換
地
ト
シ
テ
交
付
ス
ヘ
キ
土
地
ノ
価
額
ハ
工
事
完
了
後
遅
滞
ナ
ク
評
議
員
会
ニ
諮
詞
シ
ヂ
組
合
長
之
ヲ
評
定
シ

耕
地
整
理
法
第
三
十
条
第一
項
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
ル
処
分
ニ
付
各
区
毎
ニ
総
会
議
ノ
議
決
ヲ
経
ベ
シ
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そ
の
後
県
に
請
願
を
重
ね、

昭
和
六
年一
月
に、
県
の
事
業
と
し
て
の
決
定
を
み
た。
そ
の
県
営
に
移
す
経
緯
を
『
愛
媛

県
議
会
誌』
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る一
部
の
資
料
を
掲
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る。

時
の
知
事
は
笹
井
幸一
郎
（
民
政
党
政
権）
で
あ
る。
本
県
は
与
党
の
政
友
会
の
方
が
多
数
で
あ
っ
た。
こ
の
よ
う
な
状

態
の
中、

知
事
が
大
谷
川
の
問
題
を
出
し
た
の
で、
い
き
お
い
反
対
も
非
常
に
強
か
っ
た。
そ
の
知
事
の
趣
旨
説
明
の一
部

を
見
る
と、

次
の
よ
う
で
あ
る。

面
積
が、

「
南
伊
予
村・
北
伊
予・
松
前・
郡
中
の
四
か
町
村
に
わ
た
り
ま
し
て、

約
六
五
O
町
歩
が
濯
淑
用
水
に
不
足
を
来
た

k

ん

か
ん
ば
っ

し
て、
近
年
殆
E
毎
年
の
よ
う
に
早
舷
の
害
を
被
り、
収
穫
皆
無、
あ
る
い
は
七
割
以
上
も
減
収
す
る
と
い
う
よ
う
な

一
三
五
町
歩
も
ご
ざ
い
ま
す。
つ
ま
り、

昭
和
五
年
と
い
う
年
が
大
変
な
早
魅
で
ご
ざ
い
ま
し
て、
こ
の
年

二ニ
五
町
歩
も
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
す。
そ
じ
て、
近
年
の

は
殆
ど
収
穫
皆
無
と
い
う
状
況
が、
六
五
O
町
歩
の
内、

よ
う
に
年
々
早
魅
の
害
を
受
け
ま
し
て
は、
一
般
農
家
は
不
景
気
の
上
に一
層
困
難
を
し
て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す。

こ
れ
誠
に
同
情
に
耐
え
な
い
と
い
う
こ
と
で、
農
民
の
困
難
も
限
度
に
来
て
い
る
の
で、
こ
の
際、
用
排
水
補
給
施
設

d
 

と
し
て
大
谷
川
の
上
流
に、

約
三
O
万
立
方
坪
の
貯
水
が
出
来
る
よ
う
な
溜
め
池
を
設
置
し、
こ
れ
に
伴
う
水
路
を
改

修
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
事
業
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す。
総
工
費
は
五
九
万
六、

0
0
0
円
の
見
込
み
で
あ
り
ま
し

て、
昭
和
六
年
度
か
ら
四
か
年
の
継
続
事
業
と
い
た
し
ま
し
て、
費
用
の
負
担
は、

前
年、
県
内
に
お
い
て
用
排
水
幹

線
の
事
業
と
し
て
施
工
い
た
し
ま
し
た
例
に
な
ら
い、
五
九
万
六、

0
0
0
円
の
半
額
は
国
庫
補
助
に
仰
ぎ、

残
り
の

半
額
は
地
元
耕
地
整
理
組
合
と、

田町
と
で
折
半
を
す
る
契
約
を
し
て
い
ま
す。」

こ
の
説
明
の
時、

丁
度
武
智
惣
五
郎
氏
を
は
じ
め、
地
元
民
は、
多
数
傍
聴
に
訪
れ
て
い
た。
こ
の
時、

武
智
氏
が、
海

南
新
聞
記
者
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
語
っ
た
内
容
は
「
大
谷
池
築
造
を
県
営
に
移
し、
八
千
の
農
民
を
救
わ
ん」
と
涙
を
流

第1輩 水にかけた理念と情熱

し
て
情
の
こ
も
っ
た、
村
民
の
代
表
ら
し
い
発
言
で
あ
っ
た
と
あ
る。

し
か
し、
再
審
議
の
結
果、
議
員
多
数
の
政
友
会
の
賛
成
を
得
ら
れ
ず、
否
決
と
い
う
悲
運
を
味
わ
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た。
け
れ
ど
も、

武
智
氏
の
熱
誠
と
地
区
農
民
の
切
願
が
時
の
民
政
党
代
議
士、

武
知
勇
記・
村
上
紋
四
郎・
松
田
喜
三
郎

氏
の
協
力
の
も
と
に
民
政
党
の
内
務
大
臣
安
達
謙
造
へ
の
申
訴
を
実
現
さ
せ、

昭
和
六
年一
月一一一一
目、

大
谷
池
築
造
の

件、
原
案
執
行
に
こ
ぎ
つ
砂
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る。

悲
願
成
就
に
至
る
ま
で
の、
こ
の
水
利
事
業
に
か
か
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
々
の
努
力
の
総
和
を
い
ま
思
え
ば、
気
の
遠
く

な
る
ほ
ど
で
あ
る。
そ
し
て、
そ
の
中
心
に
は、
乙
の
事
業
推
進
に
身
命
を
捧
げ
て
や
ま
な
か
っ
た
指
導
者
武
智
惣
五
郎
氏

の、
先
覚
的
な
理
念
と
強
烈
な
情
熱
が、
大
き
く
光
彩
を
放
っ
て
い
る
の
で
あ
る。
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第
一

節

大
谷
池
の
発
想

大
谷
川
貯
水
池
関
係
区
域
は、

伊
予
郡
に
お
け
る
米
作
地、

南
伊
予
と
北
伊
予
と
郡
中・
松
前
町
の一
部
で
あ
る
が、
毎

年
干
害
と
水
害
の
両
難
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た。
大
正一
一
年
は
大
干
ば
つ、

二一
年
は
大
水
害
と
二
年
連
続
の
災
害
を
被
っ

た。
し
か
も、
昭
和
五
年
は
明
治
二
七、
八
年
に
次
ぐ
大
干
ば
つ
で
稲
は
枯
死
し、
一
望
焼
野
原
の
よ
う
に
な
っ
た。

ま
た、
県
下
の
悪
川
と
い
わ
れ
る
大
谷
川
は、
南
伊
予
村
の
大
谷
に
源
を
発
し、
長
蛇
の
知
く
曲
流
し
て、
海
に
入
る
の

は
ん
ら
ん

で
あ
る
が、
川
底
は
人
家
よ
り
も
非
常
に
高
く、
一
挙
降
雨
の
際
に
は
出
水
甚
だ
し
く、
決
壊・
氾
濫
の
災
害
に
陥
る
こ
と

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た。
そ
の
た
め、
毎
年
多
大
の
防
水
費
を
要
し、
一
度
決
壊
す
れ
ば
県・
地
域
と
も
に
そ
の
損
害
は
甚
大

で
あ
っ
た。
大
谷
川
の
発
す
る
源
で
あ
る
大
谷
に一
大
貯
水
池
を
築
き、
こ
の
水
を
溜
め、

夏
期
の
用
水
と
す
る
な
ら
ば、

い
わ
ゆ
る
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
で、
干
害
が
除
去
さ
れ
る
と
と
も
に
水
害
を
も
免
れ
る一
挙
両
得
の
策
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
人
々
が
多
か
っ
た。

第3章 事業の計画と推進

こ
の
干
ば
つ
・
水
害
か
ら
免
れ
よ
う
と、

大
谷
を
堰
止
め
て
大
谷
池
を
と
試
み
て
き
た
の
は
遠
く
江
戸
の
普
か
ら
で
あ
っ

た。
し
か
し、
そ
の
発
想
の
実
現
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り、
机
上
の
空
論
と
し
て
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る。

そ
の
後
も
こ
れ
は
様
々
の
夢
想
を
生
ん
だ
で
あ
ろ
う
が
本
格
的
に
調
査
し、
取
組
み
を
始
め
た
の
は
武
智
惣
五
郎
氏
が
村
長

に
就
任
後
の
大
正一
二
年
か
ら
で
あ
る。
乙
の
時
か
ら
大
谷
池
築
造
構
想
は
具
体
的
に
動
き
始
め
る。
そ
の
苦
難
の
足
跡
の

一
部
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い。
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昭
和
八
年、

溜
池
の
堤
防
づ
く
り
に
着
工
後、
寵
池
は
危
険
だ
と
地
元
の
反
対
が
起
こ
っ
た
が、

龍
王
さ
ん
を
肥
る
測
を

爆
破
し
て、
工
事
を
進
め
た。
と
こ
ろ
が、
翌
昭
和
九
年
に
大
水
害
が
起
と
り、
せ
っ
か
く
の
工
事
も
多
大
の
被
害
を
受
け

た。
ま
た、
総
指
揮
を
と
っ
て
い
た
武
智
村
長
が、
多
年
の
心
労
の
た
め
か、
病
気
入
院
と
な
っ
た。
「
龍
王
さ
ん
の
た
た
り

42 

だ。」
な
ど
と
毒
づ
く
人
も
い
た。

翌一
O
年、

東
京
大
学
か
ら
地
質
学
の
堀
田
教
授
を
迎
え、
昼
夜
に
わ
た
っ
て
調
査
を
し
た。
そ
の
結
果、
西
南
よ
り
東

北
に
岩
層
が
あ
り、
こ
れ
に
沿
う
て
水
が
流
れ
て
い
る。
特
に、
八
O
尺
以
上
の
水
深
に
な
る
と、
そ
の
水
圧
で
上
三
谷
の

原・
上
野
の
上
郷
あ
た
り
の
屋
敷・
耕
地
が
だ
め
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う。
そ
こ
で
同
教
授
の
指
導
を
受
り
て、

前
は
が

ね
を
入
れ
る
と
と
に
し
た。
こ
れ
は、
予
算
に
な
い
四
万
円
の
費
用
が
い
る
の
で、
役
員
も
難
色
を
示
し、

辞
表
を
出
す
と

言
い
出
し
た。
四
万
円
の
費
用
に
つ
い
て
は、
狩
野
技
師
に、

中
央
派
遣
の
学
者
の
意
見
だ
か
ら
と
言一
っ
て
補
助
を
出
す
よ

う
に
し
て
も
ら
っ
た
が、
こ
の
事
件
で、
昭
和一
四
年
度
か
ら
上
吾
川
約
五
O
町、

下
吾
川
約一
O
O
町
は
と
の
事
業
か
ら

脱
退、
黒
田
は
態
度
不
明、
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た。

村
長
武
智
氏
の
家
で
は
親
族
会
議
を
聞
い
て、
今
の
う
ち
に
財
産
の
整
理
を
す
れ
ば
何
と
か
生
活
が
で
き
る
か
ら
と、
こ

の
泥
沼
の
よ
う
な
工
事
か
ら
手
を
引
か
せ
よ
う
と
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
た
ら
し
い。
し
か
し、
氏
の
母
堂
の
激
励
が
あ
っ

た。
氏
は
勇
気
百
倍、

完
遂
の
決
意
を
こ
め
て
再
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る。

大
谷
池
築
造
五
O
周
年
記
念
に
あ
た
る
本
年、
即
ち
平
成
六
年
七
月、

伊
予
市
は
打
ち
続
く
猛
暑
の
日
照
り
続
き
に
深
刻

な
水
不
足
を
来
し
三
二
年
ぶ
り
に
渇
水
対
策
本
部
を
設
置
し
た。
昭
和
三
七
年
以
来
の
措
置
で
あ
る。
毎
日
の
よ
う
に
市
の

水
道
課
の
節
水
を
呼
び
か
け
る
車
が
走
っ
て
い
る。
松
山
市
を
中
心
と
し
た

道教
平
野
は
枯
れ
野
化
の
恐
れ
な
し
と
せ
ず、

N
J

－4

必
死
で
節
水
を
呼
び
か
げ
て
い
る。
銅
山
川
水
系
を
管
理
す
る
四
園
地
建
吉
野
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
も、
柳
瀬、
新
宮

両
ダ
ム
の
貯
水
確
保
率
が
四
O
%
を
切
る
見
込
み
に
な
っ
た
と
し
て、
七
月
八
日、
今
期
二
回
目
の
銅
山
川
渇
水
検
討
会
を

開
催
と
あ
る。
周
辺
地
域
す
べ
て
が、
こ
の
大
渇
水
に
お
の
の
く
中
で、

本
地
区
が、
あ
る
程
度
の
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
こ
と
は、
ま
さ
に
大
谷
池
の
お
か
げ
で
あ
る。
本
年
の
よ
う
な
時、
こ
の
溜
池
が
な
か
っ
た
ら、

り、
ひ
び
割
れ
た
田
地
と
化
し
て、
な
す
す
べ
も
な
く、
大
変
な
状
態
が
お
こ
っ
て
い
た
だ
ろ
う。
大
谷
池
の
恩
恵
を
か
み

し
め、
感
謝
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る。

一
面
枯
れ
野
と
な

第
二
節

南
伊
予
村
外
三
か
町
村
用
排
水
改
良
事
業

第3章事業の計画と推進

事
業
の
目
的

か
ん

本
地
域
（
伊
予
郡
南
伊
予
村
の
大
部
分
及
び
北
伊
予
村・
松
前
町・
郡
中
町
の一
部
を
包
括
す
る
集
団
団
地）
は
毎
年
濯

炉
、ゆ

せ

淑
用
水
の
不
足
を
訴
え
多
大
の
被
害
を
蒙
っ
て
い
る。
そ
の
救
済
策
と
し
て
南
方
山
渓
に
お
い
て
大
谷
川
を
堰
き
止
め、
一

大
貯
水
池
を
築
造
し
て
用
水
の
補
給
を
行
い、
年
来
の
干
害
を
除
去
す
る
と
と
も
に
豪
雨
時
に
お
け
る
大
谷
川
氾
濫
の
害
を

緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る。
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計
画
の
要
旨

貯
水
池
敷
地
は 、

計
画
上
最
適
の
箇
所
と

認
め
ら
れ
る 、

南
伊
予
村
・

原
町
村
の
両
村
の
村
界

凡馬る
大
谷
川
渓
谷
を

選
定
す
る 。

堤
高一
一
六
尺
・

貯
水
容
量
二
九
万
六 、

六
O

O
立
坪
の
土
造
堰
堤
を
築
造
す
る 。

該
地
点
に
お
い
て
は
直

接
集
水
面
積
四
五
O
余
町
歩
に
及
ぶ
も 、

な
お 、

補
助
集
水

源
と
し
て 、

集
水
面
積
二
五
八
町
歩
を
有
す
る
砥
部
川
の
支

流
村
川
よ
り

非
濯
減
期
中
の
流
水
を
引
用
し
て 、

貯
水
す
る

計
画
で
あ
る 。

2 る 線。 水 そ
路 の
の 他
臣民か 、

重量？貯
及水
ぴ 泊
道警
路翌

2 空
豆害
等「
宝そ
円 、

う 用
も 水
の 引
と 用
す幹

補
給
水
量
及
び
濯
溜
補
水
地
積

補
給
す
べ
き

水
量
の
算
定
は 、

干
天
連
続
の
場
合
在
来
溜

池
の
貯
水
を
以
て
給

水
す
る 。
な
お 、

不
足
す
る
水
量
は
計

画
貯
水
池
に
求
め
る
計
画
で 、

既
往
二
0
か
年
の
干
天
連
続

3 
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築立真高117尺の内（内面より望む）

日
数
を
調
査
し 、
こ
れ
を
四
0
日
間
と
決
定
す
る 。

こ
の
よ
う
に
し
て 、

該
期
間
中
に
要
す
る
総
用
水
量
を
算
出
す
る
と 、

四
六
万
二 、

七
三
O
立
坪
と
な
り

既
設
溜
池
貯
水

量
並
び
に 、

諸
損
失
水
量
を
加
減
し
て
補
水
を
要
す
る
総
水
量
を
二
八
万
八 、
三
O
O
立
坪
と
す
る 。

な
お 、

濯
掘削
補
水
地
積
回
は
六
五
O
町
歩
と
な
る 。

内
訳
は
南
伊
予
村

田
四
三
O
町
歩 、

北
伊
予
村

田
三
O
町
歩 、

え
ん
て
い

松
前
町

田
四
O
町
歩 、

郡
中
町

田一
五
O
町
歩
で
あ
る 。
ま
た 、

堰
堤
は 、

堤
頂
の
延
長
九
O
間
五
合 、

馬
踏
幅
員
三

O
尺 、

堤
防
直
高一
一
六
尺
五
寸 、

堤
敷
面
積
二
町
三
反
六
畝
歩
で
あ
る 。

事
業
費
と
し
て
は 、

総
額
は
五
一
万
六 、

六
三

七
円
と
な
る 。

内
訳
は 、
工
事
費
四
六
万
五 、

七
九
八
円 、

事
務
費
三
万
三 、

0
0
0
円 、

予

備
費一
万
七 、

八
三
九
円
と
す
る 。

事
業
年
度
割
区
分
は
昭
和
六
年
度
（
導

水
溝

全
部
用
地
買
収
六
分） 、

昭
和
七
年
度
（
樋
管

工
・

道
路
工
全
部
築
堤
工
三
期
割
用
地
買
収
七

割
六
分） 、

昭
和
八
年
度
（
配
水
工・
余
水
吐
工

三
割
築
堤
工
四
割
用
地
買
収一
割
八
分） 、
昭
和

九
年
度
（
張
石
工
・

筋
芝
工
・

幹
線
水
路
工
全

部
配
水
工
・

余
水
吐
工
七
割
築
堤
ヱ一
割）

で

あ
る 。

第3章事業の計画と推進
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利
益
計
算
（
事
業
施
工
に
依
り
得
る
利
益）

収
益
増
加
に
よ
る
利
益
（
年
々
の
利
益）

の
見
込
み

米
増
収
量
四、

五
五
O
石、

価
格
金
九
万
一
、

0
0
0
円
（
但
米
価
格
一
v

石
に
付
二
O
円
と
す
る〕

そ
の
他
排
水
改
良
に

よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
言
う
ま
で
も
な
い
が、

こ
れ
は
省
略
す
る。

貯
水
池
並
び
に
付
帯
工
事
費
総
額
五
O
万
六、

六
三
七
円
の
外
に、

用
水
引
用
支
線
水
路
延
長
約
三、

五
O
O
問、

こ
の

工
費
一
一

万
円
と
み
な
し、

全
事
業
費
六
二
万
六、
一
二
三
七
円
に
対
し、

前
記
増
収
に
よ
る
利
益
は、

約
一

割
四
分
強
に
当

た
る。

土
地
価
格
増
進
に
よ
る
利
益

こ

時
的
利
益）
一

O
三
万
三、

五
O
O
円
（
計
算
省
略）

こ
の
よ
う
な
こ
と
が、

南
伊
予
村
外
三
か
町
村
用
排
水
改
良
事
業
に
つ
い
て
の
目
的
・

計
画
・

推
進
の
骨
子
で
あ
っ
た。

（
こ
の
記
事
は
工
事
計
画
の
段
階
の
も
の
で、

完
成
時
の
工
事
報
告
と
は
多
少
差
異
が
あ
る。）

第
三
節

工
事
犠
牲
者

46 

長
期
に
わ
た
る
大
谷
池
築
造
工
事
中
に、

不
幸
に
し
て
不
慮
の
事
故
に
遭
い、

若
く
尊
い
生
命
を
捧
げ
た
方
が
三
名
あ
っ

た。

ど
の
方
も
地
元
出
身
で
前
途
有
為
の
青
年
で
あ
り、

家
族
の
皆
様
の
悲
し
み
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
と
心
か
ら
痛
惜

の
念
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る。

用
排
水
改
良
工
事
組
合
で
は、

こ
の
三
名
の
事
故
の
度
に
直
ち
に
役
員
会
を
開
き
協
議
の
結
果、

遺
族
に
対
す
る
扶
助
料

そ
の
他
を
次
の
通
り
決
定
し
支
出
し
て
遺
族
に
贈
呈
し
た。

但
し、

大
谷
池
工
事
は
昭
和
一

七
年
以
降、

県
直
営
と
な

っ
た
の
で
丸
橋
貫
一

殿
（
昭
和
一

八
年
死
亡）

の
遺
族
扶
助

料
等
は、

不
詳
で
あ
る。

一
、

労
働
者
災
害
扶
助
法
施
行
令
第
八
条
及
び
全
第
十
五

条
第
一

項
第
三
号
に
依
り
遺
族
扶
助
料
と
し
て
金
弐
百

八
拾
八
円
を
支
出
す
る
こ
と。

二、

労
働
者
災
害
扶
助
法
施
行
令
第
九
条
及
び
全
第
十
五

条
第
一

項
第
三
号
に
よ
り
葬
祭
料
と
し
て
金
参
拾
円
を

支
出
す
る
こ
と。

三、

他
に
弔
慰
金
と
し
て
金
壱
百
円
を
支
出
す
る
こ
と。

搭養

こ
こ
に、

こ
の
尊
い
工
事
犠
牲
者
三
名
の
住
所
・

氏
名
と
当
時
の
年
齢
等
を
記
し、

深
い
感
謝
を
こ
め
て
永
遠
の
御
冥
福

第3章 事業四計画と推進

を
祈
り
た
い
。

伊
予
郡
南
伊
予
村
上
三
谷
平
松
（
現
在
伊
予
市
上
三
谷）

故
高
橋
進
平
殿

当
時
一

九
歳

昭
和
一

O
年
一

二
月
二
日、

大
谷
池
築
堤
工
事
現
場
に
お
い
て、

土
砂
運
搬
作
業
中
崩
壊
し
て
来
た
土
砂
の
中
に
埋

念。
nノ、

そ
の
ま
ま
死
亡
し
た。
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伊
予
郡
南
伊
予
村
上
野
下
郷
（
現
在
伊
予
市
上
野）

故
水
口
勝
士口
殿

当
時
二
O
歳

昭
和
一
一

年
五
月
九
日
正
午
頃、

大
谷
池
築
堤
工
事
現
場
に
お
い
て、

土
砂
運
搬
作
業
中
突
然
崩
壊
し
て
来
た
土
砂

に
逃
げ
お
く
れ
た
た
め
下
半
身
生
き
埋
め
と
な
り、

居
合
わ
せ
た
人
た
ち
に
助
砂
出
さ
れ
た
が
瀕
死
の
重
傷
で、

直
ち

に
タ
ン
カ
で
自
宅
ま
で
連
れ
帰
ら
れ
た
が
間
も
な
く
死
亡
し
た。

伊
予
郡
郡
中
村
米
湊
（
現
在
伊
予
市
米
湊）

故
丸
橋
貫
一

殿

当
時
四
O
歳

昭
和
一

八
年
三
月
七
日
午
前
八
時
頃、

大
谷
池
築
堤
工
事
現
場
に
お
い
て、

土
砂
運
搬
作
業
中
突
然
崩
れ
落
ち
て
来

た
土
砂
に
全
身
生
き
埋
め
と
な
り、

幸
い
に
も
周
囲
の
人
の
必
死
の
救
出
で
一

命
は
取
り
止
め
た
か
と
思
わ
れ
た
が、

48 

翌
三
月
八
日
遂
に
死
亡
し
た。

翌
昭
和
一

九
年
に
な
っ
て
右
の
殉
職
者
三
名
の
供
養
塔
建
設
の
議
が
起
こ
り、

大
谷
池
堤
防
の
西
端
龍
王
社
社
殿
の
側
面

に
石
碑
を
建
て、

そ
の
霊
を
永
遠
に
記
る
こ
と
と
し
た。

乙
の
碑
の
入
魂
式
が
昭
和
一

九
年
一
一
一
月
二
四
日
し
め
や
か
に
か

っ
厳
粛
に
行
わ
れ
た。

第
四
節

大
谷
池
の
水
没
補
償

地
域
の
住
民
を
災
害
か
ら
守
り、

あ
る
い
は
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
大
谷
池
を
造
成
す
る
に
は、

そ
の
陰
に、

永
年
住

み
馴
れ
た
家
屋
敷、

永
年
耕
作
し
て
来
た
回
・

畑
を
犠
牲
に
し
て、

提
供
し
な
凶り
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

住
居
を
移
転
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭
が
七
戸
あ
っ
た。

家
屋
移
転
と
い
う
大
変
な
御
迷
惑
を
お
か
げ
し
た
七
戸
の
戸
主
は
次
の
方
々
で
あ
る。
（
敬
称
を
省
く）

上
三
谷
古
池
ノ
内
四
O
二
九
番
地

水
口
長
五
郊

原
町
村
大
字
七
折
字
大
谷
甲
三
七
O
番
地

上
三
谷
大
字
建
石
四
一

O
四
番
地

林

儀
太
郎

原
町
村
大
字
七
折
甲
三
七
二
番
地

原
町
村
大
字
七
折
字
大
谷
三
八
八
番
地

曽
根

亀
吉

原
町
村
大
字
七
折
甲
三
六
九
番
地

原
町
村
大
字
七
折
字
大
谷
三
七
二
番
地

平
田

谷
次

こ
の
方
々
が
居
住
家
屋
か
ら
立
ち
退
く
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
だ
か
な
ザ
れ
ば、

い
か
に
地
域
の
多
く
の
人
々
の
た
め
と

竹
内

橋
本
長
五
郎

小
笠
原
鶴
一

美
坂

第3章 事業の計画と推進

は
言
え、

こ
の
造
成
は
不
可
能
で
あ
っ
た。

そ
の
移
転
補
償
費
は、

例
え
ば
総
坪
数
二
二
三
坪
で
六
二
O
円
と
記
録
さ
れ
て
い
る。

今
か
ら
見
れ
ば
僅
少
で
は
あ
る
が、

当
時
と
し
て
は
適
当
と
さ
れ
た
額
で
あ
っ
た。

ち

1
1

住
宅
移
転
以
上
に
同
意
を
時間

賭
さ
れ
る
の
が
先
祖
を
祭
る
墓
や
神
を
杷
る
澗
の
移
動
で
あ
る。
こ
の
造
成
の
た
め
に
両
者
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合
わ
せ
て
四
三
基
の
遷
移
が
行
わ
れ
た。

そ
の
補
償
額
は、
一

五
四
円
で
あ
る。

住
宅
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
て
い
た
庭
木、

果
樹、

桑、

栗、

柑
橘
等
の
立
木
補
償

は、

五
一

六
円
八
O
銭
で
あ
る。

耕
作
地
で
あ
っ
た
回、

畑
は
合
わ
せ
て
三
町
一

反
四
畝
二
八
歩
で、

そ
の
補
償
費

50 

は
七
七
一

円
七
三
銭
と
算
出
さ
れ
た。

な
お、

こ
れ
等
の
土
地
も
含
め
て
大
谷
池
潰
地
の
面
積
は、

次
の
と
お
り
で
あ
っ

水没した家屋田畑など

固
有
山
林
五
町
一

反
三
畝
一

五
歩、

民
有
山
林
二
町
七
反
七
畝
一
一

歩、

四
五
町

二
反
三
畝、

畑
四
反
二
畝
一

二
歩、

宅
地
一

反
四
畝、

墓
地
一

二
歩、

道、

水
路
二

町
九
反
五
畝
三
歩、

合
わ
せ
て
一

六
町
六
反
五
畝
二
三
歩
で
あ
る。

大
谷
池
造
成
に
つ
い
て
の
用
地
及
び
費
用
は、

国
有
林
（
土
砂
取
場）

補
償
面
積

五
町
六
反
五
畝

金
額
五
六
五
円、

民
有
林
敷
地
買
収
二
町
七
反
七
畝
一
一

歩

金

額
三、

二
ハ
O
円
一

九
銭、

民
有
田
敷
地
買
収
五
町
二
反
三
畝

金
額
二
万
六、

一

五
O
円、

民
有
畑
敷
地
買
収
四
反
ニ
畝
一

二
歩

金
額
八
四
八
円、

民
有
宅
地
一

反

四
畝

金
額
七
O
O
円、

民
有
墓
地
一

二
歩

金
額
四
円、

用
地
費
合
計
額
は、

三

万
一
、

四
二
七
円
一

九
銭
で
あ
る。
（
巻
末
別
表
「
米
価」

参
照）

第
四
章大

谷
池
築
造
工
事
の
進
展
と
完
成
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第
一

節

起

工

式

伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
か
町
村
耕
地
整
理
組
合
の
組
合
会
議
を
昭
和
五
年
一
一

月
一

六
日 、

伊
予
郡
役
所
に
お
い
て
開
会

し 、

出
席
者
二
七
名 、

副
組
合
長
武
智
惣
五
郎
氏
議
長
席
に
つ
き 、

大
谷
池
並
び
に
幹
線
水
路
県
営
施
行
方
請
願
書
（
組
合

員
一

、

二
O
二
名）

の
提
出
を
決
議
す 。

昭
和
六
年
一
一

月
四
日 、

伊
予
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
協
議
会
を
開
催
し 、

本
組
合
の
地
区
内
に
お
い
て
の
用
排
水

改
良
工
事
を
請
負
施
工
す
る
目
的
を
も
っ
て 、
伊
予
郡
南
伊
予
村
・

北
伊
予
村
用
排
水
改
良
工
事

組
合
を
設
立
し 、

組
合
規

約
を
定
め 、

正
副
組
合
長
及
び
組
合
会
議
員
を
次
の
と
お
り

選
出
し
た 。

武
智
惣
五
郎

組
合
長

副
組
合
長

本
多

組
合
会
議
員

武
智
昇 、

玉
井
和
三
市 、

佐
々
木
盛
三
郎 、

楠
本
多
三
郎 、

松
野
市
平 、

影
浦
節
義 、

篠
崎
新
太
郎

昭
和
六
年
一
一

月
二
九
日 、

起
工
式
の
件
を
議
決 。

欽

第4章大谷池築造工事の進展と完成

昭
和
六
年
一

二
月
一

五
日 、

県
主
催
に
て
地
鎮
祭
（
起
工
式）

を
現
地
に
お
い
て
挙
行 。

愛
媛
県
知
事
笹
井
幸
一

郎
氏
よ

り
告
辞
あ
り 。

tと
Eコ

辞
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伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
ケ
町
村
用
排
水
改
良
事
業
工
事
ヲ
起
ス
ニ
当
リ
本
日
地
鎮
祭
ヲ
執
行
セ
ラ
ル
〉

ハ
淘
ニ
欣
快

ト
ス
ル
所
ナ
リ

ほ
う
び
ょ
う

い
え
ど
も

服
川
本
事
業
関
係
耕
地
六
百
余
町
歩
ハ
伊
予
米
産
地
ノ
中
枢
ニ
属
シ
地
味
豊
穣
ナ
リ
ト

雄
一楼
淑
用
水
ニ
乏
シ
ク
絶

こ
ん
ば
い

へ
ズ
罰
則酌
ノ
害
ヲ
被
リ
時
ニ
収
穫
皆
無
ノ
惨
害
ヲ
生
ス
ル
事
ア
リ
テ
関
係
農
村
ノ
困
懲
甚
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
之
カ
救
済
の

方
策
ト
シ
テ
大
谷
ノ
概
街
ニ
貯
水
池
ヲ
築
造
シ
用
水
ノ
改
良
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
最
モ
適
切
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ

関
係
地
方
ニ

し
か

珍
テ
即
ニ
企
画
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
モ
容
易
ニ
実
行
ノ
機
運
ニ
至
ラ
ス

而
モ
災
害
ハ
年
ヲ
遂
フ
テ
甚
シ
キ
ヲ
加

へ
関
係

強グ
ノ
要
望
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
其
事
業
ノ
施
行
ハ
焦
眉
ノ
急
務
ナ
ル
ヲ
認
メ
県
営
ヲ
以
テ
昭
和
六
年
度
ヨ
リ
四

ヶ
年
継
続
事
業
ト
シ
テ

事
業
費
五
十一
万
六
千
円
ヲ
以
テ

貯
水
池
ノ
築
造
並
其
ノ
付
帯
工

事
ヲ
施
シ
用
水
源
ノ
確
立

ヲ
図
リ
年
来
ノ
被
害
ヲ
永
遠
ニ
除
去
セ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

竣
成
ノ
暁
ハ
地
方
福
祉
ノ
増
進
ニ
資
ス
ル
所

す
く
な

と
い
ね
が
お
く

極
メ
テ
大
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
郡
テ
ハ
国
家
ノ
食
糧
問
題
解
決
ニ
貢
献
ス
ル
所
砂
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ

糞
ハ
関
係
耕
地
整

理
組
合
並
工

事
組
合
諸
氏
今
後
益
々
協
心
裁
力
以
テ
本
事
業
ノ

完
成
ニ
努
メ
所
期
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ

二E一ロ
以
テ
告
辞
ト
ス

昭
和
六
年
十
二
月
十
五
日

54 

愛
媛
県
知
事

笹

井

幸一
郎

第
二
節

事
業
の
変
更

昭
和
六
年一
一
月一
一
目 、

用
排
水
改
良
工
事
組
合
は 、

県
営
工
事
第一
期
分
導
水
溝
の
請
負
施
工
方
愛
媛
県
宛
申
請 、

同
年
二一
月一
四
日
誇
負
の
承
認
（
そ
の
請
負
金
二
万
三 、

七
O
O
円
↓

変
更
後
二
万
五 、
三
一
五
円）

を
受
け
鋭

意
工

事

の
施
工
を
進
め
た。
し
か

し、

予
期
し
な
い
難
工

事
の
た
め
工
期
内

完
成
が
で
き
ず 、

昭
和
七
年
三
月
二
五
日
用
排
水
改
良

工
事
組
合
長
武
智
惣
五
郎
は
愛
媛
県
知
事
久
米

成

夫
宛 、

先
に
申
請

し
た
工
事
の
期
間
延
長
願
い
を

次
の
通
り

提
出
し
た。

第4'主 大谷地築造工事の進展と完成

昭
和
六
年一
二
月一
四
日
御
契
約
相
成

し、

伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
ケ
町
村
用
排
水

改
良
第一
期
工
事
は 、

早
急
工
事
に
着
手
し

破 て カ種
カ掘 し 々
を 重量隠t の
多 し 道f方
大 た 掘L法
に る 霊祭を
滅 も は 以
殺意 ー で
す 想昼 日
る 外夜夜
大強人工
磐靭夫事
石 で三 の
に 火 交完
会薬代成
い の に に
整爆し 努
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岩
機
を
用
い
ん
と
し
て
も
適
せ
ず、
又
人
夫
を
増
加
せ
ん
と
し
て
も
径
五
尺
と
六
尺
の
小
隆
道
な
れ
ば

・

云

、々
以

て
工
事
期
間
を
来
る
五
月
三
十
一

日
迄
御
延
長
下
さ
る
様
お
願
い
致
し
ま
す。

56 

大
谷
池
構
造
並
容
量

位
置

伊
予
郡
南
伊
予
村、

原
町
村

の
境
界
に
跨
り
新
設

二
十
九
万
二
千
六
百
四
立
坪

潰
地
ノ
内
国
有
林

五
町
一

反
三
畝
十
五
歩

五
十
一

万
六
千
六
百
三
十
七
円

堤
頂
延
長

馬
踏
幅
員

堤
心
高

内
法
三
割

堤
心
壁

堤
塘
築
堤

伏
樋
延
長

余
水
吐

水
面
積

堤
塘
敷
地

貯
水
量

第4章 大苔池築造工事の進展と完成

溜
池
築
造
費

九
十
間
五
合

三
十
尺

百
十
六
尺
四
寸
九
分

外
法
上
段
二
割
中
段
下
段
二

割
五
分
各
犬
走

幅
員
六
尺

上
幅
十
二
尺
測
法
一

分

土
坪
五
万
四
千
三
百
六
十
四
立
坪

八
十
一

間
二
合

内
隠
道
二
十
九
問

溢
流
堰
延
長
二
十
二
間
三
合
隆
道
二
十
二
関

斜
部
五
十
八
間
七
合

十
二
町
八
反
八
畝
八
歩

ニ
町
三
反
六
畝
歩

昭
和
七
年
一

O
月
一
一
一
日
伊
予
郡
南
伊
予
村
・

北
伊
予
村
用
排
水、
改
良
工
事
組
合
長
武
智
惣
五
郎
は、

大
谷
池
築
造
第
二

期
工
事
の
請
負
施
工
方
に
つ
い
て
愛
媛
県
あ
て
申
請。

昭
和
八
年
三
月
八
日
以
下
の
条
件
を
も
っ
て
請
負
契
約
を
締
結。

築

堤
工
の
本
格
的
な
施
工
を
進
め
る
と
と
と
な
っ
た
。

工
事
竣
工
期
限

昭
和
一
一

年
三
月
三
一

日

57 

大谷池　築造五拾周年記念誌



請
負
金

一

金
四
四
万
円

58 

工
事
施
工
中、

昭
和
九
年
八
月
に
は
予
期
し
な
い
室
戸
台
風
の
来
襲
に
よ
り
施
工
工
事
に
多
大
の
被
害
を
う
り
工

事
変
更
を
余
儀
な
く
し
た
た
め、

昭
和
一

二
年
三
月
三
O
日
請
負
契
約
を
変
更
す
る。

工
事
竣
工
期
限

昭
和
一

六
年
三
月
三
一

日

増
額
請
負
金

一

金
三
万
六、

0
0
0
円

工
事
は、

年
別
に
次
に
示
す
よ
う
に
施
工
さ
れ
て
い
っ
た
が
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
事
態
に
立
ち
向
か

い、

労
力・
資
材
共
に
極
度
の
不
足
を
生
じ
た。

昭
和
一

六
年
三
月
一

八
日
や
む
な
く
工
事
解
約

を
願
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

関
こ
の
こ
と
に
よ
り
残
工
事
は
県
直
営
方
式

と
な
る。

請
負
減
少
金

一

金
七
万
九、

三
二
七
円
二
三
銭

（
最
終
的
な
請
負
金

三
九
万
六、

七
七
二
円
七
七
銭）

昭
和
七
年
一

O
月
一

二
日
伊
予
郡
南
伊
予

村
・

北
伊
予
村
用
排
水
改
良
工
事
組
合
長
武
智

中心鋼土堀撃底にグラウチング施行実況

な
お、

惣
五
郎
は、

第
二
期
工
事
請
負
申
請
（
昭
和
八
年
三
月
請
負
金
四

四
万
円、

竣
工
期
限
昭
和
一
一

年
三
月一一一
一

日）
。

昭
和
八
年
度
は、

築
堤
工、

鋼
土
工、

樋
管
工、

余
水
吐
工
等

工
事
を
本
格
的
に
始
め
る。

昭
和
九
年
度
は、

前
年
度
に
引
き
続

い
て
工
事
を
す
る
他
張
石
工
事
に
も
着
手
す。

昭
和
一

0
年
度
は、

更
に
道
路
工
事
に
も
着
手、

昭
和
一
一

年

度
は、

築
堤
工、

鋼
土
工、

筋
芝
工、

余
水
吐
工
等
の
工
事
を
な

す。

昭
和
一

二
年
度
は、

従
来
の
工
事
の
他
に
配
水
斜
樋
工
が
新

規
工
事
と
し
て
加
わ
る。

昭
和
二
二
年
度
は、

築
堤
工、

鋼
土
工、

張
石
工
の
工
事
が
な

さ
れ
る。

昭
和
一

四
年
度
は、

昭
和
二
二
年
度
の
工
事
に
加
え
て、

配
水
斜
極
工、

幹
線
水
路
工
の
工
事
が
行
わ
れ
る。

昭
和
一

五
年
度
は、

築
堤
工、

鋼
土
工、

張
石
工、

筋
芝
工、

配
水
斜
樋
工、

道
路
工、

幹
線
水
路
工、

道
路
工
に
新
た
に
加
え

て
導
水
河
川
工
事
が
行
わ
れ
た。

昭
和
一

六
年
度
に
は、

築
堤
工、

鋼
土
工、

張
石
工、

筋
芝
工、

樋
管
工、

配
水
斜
樋
工、

余
水
吐
工、

幹
線
水
路
工、

道
路
工、

導
水
河
川
工
等、

全
面
的
か
つ
急
ピ
ッ
チ
に
工
事
が
進
め
ら
れ
た。

第4章 大笹池築造工事の進展と完成
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昭
和
一

七
年
度
は、

築
堤
工、

鋼
土
工、

張
石
工、

余
水
吐
工
が
行
わ
れ
た。

昭
和
一

八
年
度
は、

昭
和
一

七
年
度
の
工

事
の
他、

筋
芝
工、

樋
管
工、

幹
線
水
路
工
が
行
わ
れ
た。

昭
和
一

九
年
度
は、

各
種
工
事
総
仕
上
げ
の
年
で、

築
堤
工、

鋼
土
工、

張
石
工、

配
水
斜
樋
工、

余
水
吐
工、

道
路
工、

土
留
工、

砂
防
土
等
工
事
を
完
了
し、

用
地
費
の
支
払
い
も
完
了
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る。

60 

第
三
節

工
事
の
苦
節

大
谷
池
の
築
造
に
つ
い
て
は、

遠
く
元
禄
の
昔
よ
り
大
洲
藩
で
度
々
企
画
さ
れ
た
が、

い
ず
れ
も
地
質
が
も
ろ
く、

か
っ

工
事
中
の
洪
水
な
ど
に
よ
り
ざ
折
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

大
谷
川
は、

降
雨
期
以
外
は
あ
ま
り
流
水
が
な
い
川
で
あ
る。

し
か
し、

大
雨
に
な
る
と
鉄
砲
水
の
よ
う
な
流
水
と
な
り、

下
流
の
平
地
で
は、

度
々
氾
濫
し
て
水
没
地
域
が
生
じ
た。

大
正
一
一

年
に
は
大
干
ば
つ
が
あ
り、

時
の
南
伊
予
村
村
長
武
智
惣
五
郎
は、

干
ば
つ
と
水
争
い
や
洪
水
防
止
の
た
め、

翌

二
一
年
大
谷
池
築
造
を
発
起
し
た。

大
正
一

三
年
に
は
南
伊
予
村
外
三
か
町
村
耕
地
整
理
組
合
を
設
立、

関
係
地
域
の
農
地
調
査、

耕
作
者
の
賛
成
等
準
備
万

端
を
整
え、

昭
和
六
年
一
一
一
月
用
排
水
改
良
工
事
が
認
め
ら
れ、

第
一

期
工
事
が
認
下
さ
れ、

昭
和
八
年
築
堤
工
事
も
承
認

さ
れ
た。

昭
和
九
年
八
月
に
は、

室
戸
台
風
に
よ
る
大
水
害
に
見
舞
わ
れ、

仮
締
切
り、

床
掘
り
な
ど
基
礎
工
事
が
ほ
と
ん

工事の苦節

第4章 大谷池築造工事の進混と完成
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ど
流
失
埋
没
す
る
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
た 。

岩
質
が
も
ろ
く

割
れ
目
も
多
い
の
で 、

地
質
の
専
門
家
東
大
の
堀
田
教

授
を
招
き 、

つ
ぶ
さ
に
調
査
を
し
た
結
果 、

同
教
授
の
指
導
を
受
げ
て
前
は
が
ね
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
が 、

予
算
外
の
た

め
費
用
面
で
も
苦
労
を
し
た 。

な
お 、

セ
メ
ン
ト
グ
ラ
ウ
ト
な
ど 、

漏
水
防
止
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
苦
労
が
あ
っ
た 。

工
事
と
い
っ
て
も
現
在
の
よ
う
な
工
作
機
械
も
な
く 、

当
時
は
ほ
と
ん
ど
入
力
施
工
で
あ
る 。

着
工
し
て
間
も
な
く
日
支

事
変
が
起
こ
り 、

続
い
て
大
東
亜
戦
争
の
戦
時
下
と
な
っ
た 。

労
務
者
の
減
少 、

資
材
の
不
足
の
な
か 、

村
民
の
奉
仕
的
な

作
業
が
続
い
た 。

土
を
掘
り 、

モ
ッ
コ
を
か
つ
ぎ 、

ト
ロ
ッ
コ
を
押
し
て
土
を
運
ぶ
な
ど
重
労
働
が
続
け
ら
れ 、

従
事
し
た

延
べ
人
員
は
三
七
万
三 、

0
0
0
人
と
い
わ
れ
て
い
る 。

戦
中
の
資
材
難 、

労
力
不
足
に
よ
り

昭
和一
七
年
度
か
ら
県
直
営

方
式
に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た 。

第
四
節

工

事

費

62 

昭
和
六
年
二一
月 、

起
工
式
が
行
わ
れ
た
が 、

導
水
工
事
の
開
始
は
昭
和
七
年一

月
で
あ
る 。

昭
和
六
年
度
は
導
水
工
事
の
た
め
の
用
地
買
収
を
始
め
る 。

そ
の
事
業
費
は 、

三 、
一
三
八
円
四
四
銭
で
あ
る。

昭
和
七
年
度
は 、

導
水
工
事
を
行
い 、

そ
の
事
業
費
は
二
万
六 、

六
三
六
円
五
六
銭
で
第一

期
工
事
の
合
計
額
は 、

二
万

九 、

七
七
五
円
で
あ
る 。

第
二
期
工
事
は 、

昭
和
八
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
そ
の
事
業
費
の
年
度
別
金
額
は
次
の
通
り
で
あ
る 。

八
年
度

九
年
度

昭
和一
0
年
度

昭
和

二

年
度

昭
和
二一
年
度

昭
和一
三
年
度

昭
和一
四
年
度

昭
和一
五
年
度

昭
和一
六
年
度

昭
和一
七
年
度

四
万
七
一
九
円
一
一

銭

昭
和一

八
年
度

四
万
三 、

五
四
四
円
八
九
銭

昭
和
一
九
年
度

五
万
四 、

O
五
O
円
二
銭

第
二
期
工
事
は 、

昭
和
八
年
八
月
よ
り
昭
和
二
O
年
三
月
末
で 、

事
業
費
は
六
三
万
八 、
一
八
四
円
三
九
銭 、

総
事
業
費
は 、

実
に
六

昭
和

昭
和

第4章 大谷池築造工事の進リ展と完成

七
万
二 、

七
二
六
円
八
七
銭

三
万
四 、
一
七
四
円
七
六
銭

六
万
五 、

八
六
一

円
六
六
銭

六
万
五 、

四
五
一

円
二
八
銭

五
万
五 、
一
六
O
円
四
二
銭

二
万
五 、

七
一

四
円
三
九
銭

三
万
八
二
九
円
三
八
銭

一

万
三 、

二
八
七
円
七
二
銭

一
一一一
万
四 、

O
七
八
円
二
二
銭

六
万
七 、

九
五
九
円
三
九
銭
で
あ
る 。

三1

1伊

企

竣
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第
五
節

64 

宰了壬白

伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
ケ
町
村
用
排
水
改
良
工
事
竣
工
シ、

本
日
訟
ニ
官
民
各
位
ノ
光
臨
ヲ
得
テ
竣
工
ノ
式
典
ヲ
挙

ク
ル
ハ
寒
ニ
欣
幸
ト
ス
ル
所
ナ
リ

抑
々
伊
予
郡
南
伊
予
村
ノ
大
部
分
ト
是
ニ
隣
接
ス
ル
北
伊
予
村、

松
前
町、

郡
中
町
ノ
一
部
ヲ
包
括
ス
ル
一
円
ノ
耕

第4章 大谷池築造工事の進展と完成

竣

昭
和
二
O
年
四
月一
二
日
午
前一
O
時
大
谷
池
畔
に
お
い
て、

神
事
の
後
竣

工
式
が
挙
行
さ
れ
た。

開
式
の
辞

知
事
式
辞
（
別
掲）

工
事
報
告

農
商
大
臣
告
辞

組
合
長
挨
拶

来
賓
祝
辞

閉
式
の
辞

式

地
六
百
五
十
町
歩
ハ
由
来
濯
瓶
用
水
乏
シ
ク
主
要
水
源
ト
シ
テ
山
麓
ニ
大
小
四
十
数
個
ノ
溜
池
ヲ
有
ス
ル
外、

尚
地
下

水
利
用
ノ
補
助
水
源
存
ス
ト
雄
何
レ
モ
水
源
価
値
極
メ
テ
微
々
タ
リ

か
ん
ば
っ

す
〈
な

即
チ
年
々
歳
々
皐
魅
ニ
次
ク
ニ
減
収
ヲ
以
テ
シ
甚
シ
キ
ハ
収
穫
皆
無一一
一帰
ス
ル
モ
ノ
砂
カ
ラ
ス

更
ニ
其
ノ
反
面
ニ

珍
テ
ハ
排
水
路
大
谷
川
ハ
好
余
曲
折
甚
シ
ク
荒
廃
其
ノ
極
ニ
達
シ
排
水
能
力
殆
ン
ト
皆
無
状
態
ニ
シ
テ
一
朝
豪
雨
ニ
遭

遇
セ
ン
カ
忽
チ
堤
防
溢
流
欠
壊
シ
テ
深
刻
ナ
ル
災
害
ヲ
敢
テ
ス

地”
だ蓋
シ
本
地
域
ハ
用
排
水
施
設
共
ニ
最
も
劣
悪
ナ
ル
条
件
下
多
年
苦
難
ヲ
重
ネ
来
リ
タ
ル
区
域
ニ
シ
テ
是
カ
解
決
ハ
地

方
最
大
ノ
懸
案
タ
リ

た
ま
た
ま

偶
々
南
方
山
総
ニ
一号
ア
貯
水
池
造
成
ニ
絶
好
ノ
箇
所
ヲ
得
タ
ル
ニ
意
ヲ
強
ク
シ
欣
喜
シ
テ
実
現
ニ
万
策
ヲ
傾
倒
努
力

い
よ
い
よ

ヲ
続
ケ
タ
ル
結
果
昭
和
六
年
愈
々
機
熟
シ
国
庫
補
助
地
元
負
担
其
ノ
他
諸
種
ノ
案
件
解
決
ト
共
ニ
県
営
用
排
水
改
良
事

業
ト
シ
テ
事
業
費
五
十一
万
六
千
余
円
ノ
計
画
成
リ

法
ニ
堤
高
百
十
六
尺、

貯
水
量
三
十
万
立
坪
ニ
達
ス
ル
全
国
有

数
ノ
一
大
貯
水
池
新
設
事
業
ハ
愈
々
其
ノ
緒
ニ
着
ク
ニ
至
レ
リ

あ
た
か

爾
来
恰
モ
昭
和
九
年
ノ
大
水
害
ニ
際
会
シ
テ
既
成
工
事
ノ
一
部
ヲ
水
泡
ニ
帰
セ
シ
メ
或
ハ
用
地
ノ
買
収
ニ
予
想
外

ノ
時
日
ヲ
要
シ
或
ハ
請
負
形
態
ヲ
県
直
営
ニ
変
更
シ
更
ニ
近
ク
ハ
時
局
重
大
化
ニ
伴
フ
経
済
界
変
動
ノ
影
響
等
予
算
モ

現
計
総
額
六
十
六
万
八
千
余
円
ヲ
算
ス
ル
ニ
至
リ
波
澗
曲
折
十
幾
星
霜
営
々
ト
シ
テ
今
日
ニ
及
フ

待
望
ノ
大
貯
水
池

タ
ル
ヤ
葦
シ
偶
然
ニ
非
ラ
サ
ル
ナ
リ

今
ヤ
満
々
タ
ル
貯
水
ハ
微
動
タ
ニ
セ
ヌ
盤
石
ノ
土
堰
堤
ト
共
ニ
正
ニ
放
流
ノ
時
期
ヲ
待
ツ
モ
ノ
ノ
如
ク

弦
ニ
六
百

五
十
町
歩
ノ
耕
地
ニ
対
ス
ル
憂
患
全
ク一
掃
セ
ラ
レ
豊
穣
ノ
秋
期
シ
テ
待
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ

戦
局
今
ヤ
真
ニ
重
大
化
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シ
戦
線
ノ
拡
大
ト
共
ニ
本
土
亦
敵
ノ
頻
襲
下
ニ
在
リ
国
民
食
糧

確
保
ノ
要
愈
々
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
時
其
ノ
以
テ
貢
献
ス
ル
ト
コ

ロ
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
謂
フ
ヘ
ク
邦
家
ノ
為
寒
ニ
慶
賀
ニ

ひ
と
え

堪
へ
サ
ル
ナ
リ

是
レ
偏
ニ
上
級
官
庁
ノ
指
導
援
助
ト
関
係
宮

民
努
力
ノ
結
果
ニ
シ
テ
深
ク
感
謝
ス
ル
所
ナ
リ

関
係
民
諸
氏
宜
シ
ク
是
カ
維
持
愛
護一一
努
メ
本
施
設
ノ
恵
津

ヲ
永
ク
後
世
ニ
伝
へ
ラ
ル
ヘ
シ

法
ニ
竣
工
ノ
式
典
7
挙
ク
ル

あ
た

い
さ
さ

ニ
方
リ
柳
カ
蕪
辞
ヲ
述
へ
テ
式
辞
ト
ス

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日
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媛
県
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工
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告

県
営
大
谷
池
築
造
工
事
完
了
シ
本
日
援
ニ
竣
工
ノ
式
典
ヲ
挙

行
セ
ラ
ル
〉
ニ
当
リ
工
事
ノ
概
要
ヲ
報
告
ス
ル
ノ
機
会
ア
得
タ

ル
ハ
最
モ
欣
幸
ト
ス
ル
所
ナ
リ

抑
々
本
事
業
ハ
伊
予
郡
南
伊
予
村、

北
伊
予
村、

松
前
町、

郡
中
町
ノ
四
ケ
町
村
ニ
亘
ル
耕
地
六
百
五
拾
町
歩
ニ
対
ス
ル
年
来
ノ
皐
害
ヲ
防
除
ス
ル
目
的
ノ
下
ニ
計
画
シ
昭
和
六
年

か
い
さ
〈

十
二
月
其
ノ
第一
期
事
業
タ
ル
導
水
溝
関
撃
費
弐
万
九
千
七
百
七
拾
五
円
ノ
国
庫
補
助
指
令
ヲ
受
ケ
昭
和
七
年一
月
工

、也、ι
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事
ニ
着
手
全
年
七
月
第
二
期
事
業
タ
ル
溜
池
工
費
五
拾
弐
万
八
千
八
百
六
拾
弐
円
更
ニ
昭
和
十
七
年
二
月
拾
壱
万
円
ノ

増
額
ニ
依
リ
総
事
業
費
ハ
実
ニ
六
拾
六
万
八
千
六
百
参
拾
七
円
ニ
達
ス
ル
ニ
至
リ

何
レ
モ
国
庫
補
助
確
定
ト
共
ニ
一途

次
実
施
ニ
移
シ
暫
フ
進
捗
ヲ
期
シ
来
リ
タ
ル
所
ニ
シ
テ
地
方
稀
ニ
見
ル
代
表
的
農
業
土
木
工
事
ナ
リ

今
其
ノ
施
設
ノ

内
容
ニ
付
概
説
セ
シ
ニ
溜
池
ノ
全
貯
水
量
三
十
万
立
坪
水
面
積
十
二
町
九
反
余
歩
ニ
シ
テ
堤
防
高
ハ
歪
高
百
十
六
尺
五

寸、

長
百
十
間

天
端
幅
五
関

内
法
商
勾
配
三
割
全
部
張
石

外
法
面
勾
配
上
段
二
割

中
下
段
共
二
割
五
歩、

犬

走
リ
二
ケ
処
幅一
間
半、

中
心
刃
金
ハ
上
幅
二
関
下
幅
九
問
ト
シ
之
カ
総
築
堤
土
坪
六
万
二
千
二
百
余
立
坪
ニ
達
ス、

余
水
吐
ハ
溢
流
堤
二
十
二
間

放
水
隆
道
六
十
八
間
ニ
依
リ
洪
水
ヲ
大
谷
川
ニ
放
流
セ
シ
ム

伏
樋
管
ハ
内
径
十
尺
延

長
百
十
七
閑
混
凝
土
巻
隆
道
ト
ナ
シ

配
水
斜
樋
ハ
内
径
三
十
吋
混
凝
土
管
ヲ
用
ヒ
孔
経一
尺
二
寸
ノ
取
水一一
六
個
ヲ

備
ヘ
タ
リ

尚
付
帯
工
事
ト
シ
テ
ハ
第一
期
事
業
ト
シ
テ
施
行
シ
タ
ル
導
水
溝
延
長
八
百
六
拾
五
間
用
水
引
用
幹
線
水
路
延
長
百

七
十
七
間
付
替
通
路
延
長
八
百
間
等
ヲ
主
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス

今
以
上
ノ
施
設
ヲ
総
合
ス
ル
ニ
工
事
ニ
使
役
セ
シ
人
夫
延
人
員
ハ
三
十
七
万
三
千
人、
此
ノ
金
額
三
十
五
万
六
千
円、

主
材
料
ト
シ
テ
ハ
石
灰
九
万
五
千
袋、
セ
メ
ン
ト
五
百
底、

割
石
弐
拾
万
五
千
個、

鉄
材
三
千
貫
等
ヲ
要
セ
リ

か
酷
ゲ一
エ
ヲ
起
シ
テ
ヨ
リ
実
ニ
拾
参
年
余
月、

此
ノ
間
幾
多
ノ
困
難
ヲ
克
服
シ、

工
事
期
間
ト
シ
テ
ハ
比
較
的
長
時

い
え
ど
も

む
し

日
ヲ
要
シ
タ
リ
ト
錐
此
ノ
時
間
ヲ
通
シ
自
然
カ
モ
併
セ
相
加
ハ
リ
工
事
ノ
堅
牢
度
ニ
寧
ロ
カ
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
モ
謂

付
だ

フ
ヘ
ク
葦
シ
天
祐
ノ
下、
上
司
ノ
御
指
導
ト
地
元
諸
賢
ノ
御
援
助
並
ニ
従
業
員
各
位
ノ
献
身
的
御
努
力
ニ
依
ル
賜
ト
深

ク
感
謝
ニ
堪
へ
サ
ル
所
ナ
リ
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以
上
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述
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テ
工
事
報
告
ト
ス

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日

伊
予
郡
南
伊
予
村
外
三
ケ
町
村
農
業
水
利
改
良
事
務
所
長
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方
技
師
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